
事務局からのお知らせ

決算・事業報告

　会費納入の際には同封いたしました事務局指定の振込用紙を
使用し、必ず、学籍番号をご記入ください。同姓同名の方がいる
ため、振込みされた方の特定が出来ない場合があります。学籍
番号はお送りしました封筒の住所シール右下に印字されています
ので、ご確認ください。
　なお、すでに会費納入済みの方には、振込用紙は同封されて
おりません。
※振込手数料は会員の方のご負担となりますのでご了承ください。
※一括での納入が困難な場合は、分割払いを認めております。
　詳細につきましては事務局までご連絡ください。

  同窓会は会員皆様の会費で運営しております。
  この機会にぜひ、納入くださいますようお願いいたします。

会費納入について

　会報への寄稿につきましては、随時受付しております。特に
テーマは定めておりませんので、皆様の近況報告や、紀行文・
エッセイなど、ぜひお寄せください。

会報への寄稿について

https://www.do-johodai.ac.jp/nanakamado/nanakamado.php

　北海道情報大学学内報「ななかまど」のバックナンバーは大
学のホームページで閲覧することができます。この機会にぜひ
ご覧ください。

ななかまどについて

［業務内容］
会員情報の管理／会誌及び出版物の発行／ホームページの運営／
その他本会の目的達成に必要な事業

北海道情報大学同窓会事務局

〒069－8585 北海道江別市西野幌59－2（北海道情報大学内）
● TEL：011－385－5233（直通・FAX兼）
● URL:https://www.hiu-dosokai.net/
● E-mail：dosokai@do-johodai.ac.jp
● 業務時間:火曜日の9:00～15:00

［お問い合わせ］

　同窓会より会報や総会・講演会の案内等お送りすることがあ
ります。氏名及び住所等に変更があった方は、お手数ですが、必
ず同窓会事務局までご連絡くださいますようお願いいたします。
　また、郵便局に転居届を出されますと、ご実家の住所では郵
便物が届かないことがあります。送付先にご実家を希望される
方は、お手数ですが世帯主のお名前もお知らせくださいますよう
お願いいたします。

住所等変更について

※住所変更をされる方は、右の二次元コードをご利用ください。
※ご返信いただきました情報は、今後の同窓会活動における様々な案内及び
　会報等の発送の際に使用させていただきます。

［２０２０年度決算］
収　入（単位：円）

収入合計

会　費 14,045,000
14,045,000

収　入（単位：円）

収入合計

会　費 12,090,000
12,090,000

支　出（単位：円）
事業費
　１.会報発行費
　２.広報費
　3.ＨＩＵとの意見交換会費
　4.学生活動補助費
　5.交流会支援制度費
　6.北海道情報大学教育研究振興募金
　7.大学行事支援費
　8.交流会開催費
　9.ホームカミングデイ開催費
 10.入学奨励金
終身会費返還
会議費
事務費
　１.備品費
　２.消耗品費
　３.通信費
　４.印刷費
　５.事務運営費
雑費
　　　　 支出合計

3,832,883
951,090
55,000

0
30,000

0
1,000,000
596,793

0
0

1,200,000
0

10,000
583,955

0
71,766
34,189
31,900
446,100
102,696
4,529,534

［２０２１年度予算］

支　出（単位：円）
事業費
　１.総会費
　２.会報・ななかまど発送費
　３.広報費
　４.ＨＩＵとの意見交換会費
　５.学生活動補助費
　６.交流会支援制度費
　７.北海道情報大学教育研究振興募金
　８.新型コロナウイルス対策支援金
　９.大学行事支援費
 10.交流会開催費
 11.ホームカミングデイ開催費
 12.入学奨励金
終身会費返還
会議費
事務費
　１.備品費
　２.消耗品費
　３.通信費
　４.事務運営費
雑費
　　　　 支出合計

12,178,000
1,500,000
1,800,000
78,000
150,000
2,000,000
200,000
1,000,000
2,000,000
1,000,000
300,000
150,000
2,000,000
300,000
2,355,000
636,000
5,000
58,500
38,500
534,000
100,000

15,569,000

［２０２１年度事業計画］
●本部役員会開催（５月、１０月、３月を予定（必要に応じて臨時役員会を開催））

●本部・支部連絡会議開催（２月を予定（必要に応じて臨時会議を開催））

●会報第19号発行
●入学支援制度事業（入学奨励金給付）

●北海道情報大学教育研究振興募金への協力
●新型コロナウイルス対策支援
●OB・OG交流会支援
●学生活動支援（体育祭助成金・蒼天祭協賛金・大花火助成金他）

●大学行事支援（入学祝品・卒業記念品他）

●ななかまど発送（年２回、内、会報に同封１回）

●同窓会交流会

※役員会は当面メール等で対応、総会及びホームカミングデイは今年度は中止
※イベントの開催有無につきましては、新型コロナウイルス感染症の感染リスクを考慮して
　判断します。

本学では、グローバル人材育成支援、学生支援、教育研究支援、地域連携支援、
教育施設・設備整備支援を遂行する資金確保を目的として「北海道情報大学教
育研究振興募金」の募集を行っております。本会からも本募金に対する寄附を
行っています。同窓生の皆様で本募金の趣旨にご賛同いただける場
合は、ご支援ご協力をお願いいたします。
寄附のお申し込み等詳細は本学公式Webサイトをご参照ください。
● https://www.do-johodai.ac.jp/kifu/

北海道情報大学同窓会
Facebookページを公開しています

https://www.facebook.com/dojohodaidosokai

本会の活動紹介の他、北海道情報大学
や後輩達の活動をお伝えしています。
ぜひ一度アクセスしてください。

［２０２０年度事業報告］

新入生オリエンテーションに式典用花・入学祝品

2019年度監査

2020年度第1回役員会（コロナの為、メールにて）

入学奨励金承認（給付通知書発送）

北海道情報大学教育研究振興募金への協力

北海道情報大学大学祭（オンライン大学祭協賛）

会報第18号発行

2020年度第2回役員会（コロナの為、メールにて）

学位記授与式　卒業記念品贈呈・卒業式花スタンド

「ご寄附のお願い」

6日

13日

20日

29日

9日

10・11日

1日

2日

18日

  4月

  5月

  

  

10月

12月

  3月

※当面火曜日のみの業務とさせていただきます。

北海道情報大学
教育研究振興募金

　北海道情報大学同窓会（以下、同窓会）は1993年に設

立され、2018年に「蒼天会」と命名し、本学との交流を

益々活発にしております。近年、北海道情報大学（以下、

本学）の蒼天祭など多くの行事への参画に加え、貴重な

寄付活動により本学学生へのサポートを進めており、こ

れらの協力に心から感謝申し上げます。寄付金の恩恵を

受けた多くの学生は社会人として歩み出し、現在社会の

一員として活躍しています。同窓会からの支援は、学生支

援に加え本学運営において大きな力となっております。

　大学と同窓生との関係性は卒業するまでにとどまらず、

生涯にわたり関わり続けます。いわば、同窓会は本学と同

窓生とを結びつける力強い仕組みであり、双方にとってな

くてはならない存在です。本学が同窓生へ寄与できるこ

ととして、実社会で同窓生に求められる教育研究キャリ

アの達成を考えており、そのための継続可能な仕組みを

実現することです。この仕組みは、多くの同窓生が必要と

する高等教育機関の利点を本学がサポートする取り組み

であり、単に知識や技術の習得に留まらず、教育コンテン

ツを超えた教員と同窓生との交流をも提供するもので

す。一方通行ではなく、本学と同窓会が協力し形成する

共同コミュニティと言えるかもしれません。

　この構想を実現するためには、本学の利用の簡便さ、

提供できる内容が他の大学にはないユニークなものでな

ければなりません。また、教職員や学生と同窓生が直接コ

ンタクトする機会が設けられていることも必要でしょう。

特に、同窓生による学生へのキャリアサービス（メンタリ

ング、スキル向上等）、同窓生との共同作業などは魅力的

であり、価値のある交流として評価できるものと考えてい

ます。これを実現するための本学の役割として、教育施設

の拡充による学びの機会の提供、及び文化・スポーツ活

動により、教職員のみならず在学生と同窓生との交流の

場を設けることが必要でしょう。

　本来、大学と同窓会とは、広く社会生活において有益な

関係性を築くことにあります。本学は、同窓生が生涯学習

者として本学に戻ることが可能であり、同窓生にとって価

値のあるものでなければなりません。本学と同窓会がこれ

まで以上に関係性を密にし、両者が共に発展するような

協力体制が整備されるよう取り組んで参ります。

北海道情報大学同窓会
「蒼天会」と本学とのネットワーク
強化に向けて
北海道情報大学 学長

野球場にフェンスがつきました野球場にフェンスがつきました
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北海道情報
大学同窓会

蒼天会
会報

発行：2021
年12月

「北海道情報大学同窓会入学奨励金」のご案内
　この制度は、本会会員のご家族が本学に入学した場合、入学後の手続きにより入学
金相当額を上限として入学奨励金を給付する制度です。
　今年度は6件の申請があり、全員の給付を決定。既に入学奨励金の給付を終えましたこ
とをご報告いたします。
　来年度、大学進学を検討されているご家族がいらっしゃる場合は、ぜひ母校の受験をお
勧めいただき、入学された際には本奨励金の申請をお願いいたします。申請方法等詳しくは
同窓会Webサイトをご覧ください。  https://www.hiu-dosokai.net/admissionsubsidy
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　「それは無理!」という言葉をかろうじて堪えた。6月初旬、国が
新型コロナワクチンの接種を、企業や大学で独自に実施できる
仕組み「職域接種」を公表した際に、西平学長から「本学でも実
施できないものか？」と話があったが、これは医療系の学部を持
つ大学を想定しての仕組みであり、本学で実施する考えはまっ
たくなかった。
　学長は続ける。「これからは変異種がまん延して、若者も感染
して、重症化するリスクが高い。学生の命を守るためには接種を
急がねばならない。行政が行う集団接種の順番を待っていたら
手遅れになる!」と。
　「医師でもある学長は、私たちには見えない危機の前兆を感
じている。一人の学生もコロナで重症化させないためには、無理
は承知でやるしかない!」
　その日から、本学の職域接種のプロジェクトが動き出した。
　連日学長を中心に関係者で実現方法を探り、国の発表から
数日後には、接種実施の申請を、厚生労働省と文部科学省に
行った。
　そして6月28日（月）、道内大学としては2番目に接種を開始し、

それから3カ月、約4,200人に対して、8,337回の接種を実施した。
　本学の学生（一部通信教育部生含む）1,200人に加え、本学
の同法人である北海道情報専門学校（HCS）の学生700人、そ
して江別市内の保育士・幼稚園教諭、小・中学校教職員など
1,800人、さらには教職員やその家族、大学の出入り業者など、
可能な限り対象者を広げるようにした。
　他大学からは、「なぜ情報大で接種を?」という疑問の声も聞
かれた。
　本学には健康情報科学研究センターという、大規模な臨床試
験を行う機関があり、医師や看護師といった「打ち手」が確保で
きていた。また、膨大な接種予約を管理するために、本学グルー
プ企業の株式会社SCCから、多くの自治体で運用実績があるク
ラウド型のワクチン接種予約システム「アイ・カラダ」の無償提供
を受け、よりスムーズな手続きが実現できた。そして、江別市役所
の全面協力、何より、西平学長が全ての接種日に最前線で問診
や接種を行う姿に加え、職員の皆が何としても無事に接種を実
現して安全・安心なキャンパス環境を取り戻す、という熱意に支
えられて、これだけのプロジェクトが完遂できたと思う。
　この暑い夏の3カ月間は、学生のために関係者が一体となり、
これまでにない形で地域貢献として大きな足跡を残すことができ
た。改めてすべての関係者に深く感謝申し上げたい。
　最後になりますが、「蒼天会」の皆様から「新型コロナウイルス
対策支援金」として、寄附金を頂戴しましたこと、深く感謝申し上
げます。

　仕事に対して95%の方々は「辛い・やりたくない」といったネガ
ティブな感情を持っているかと思います。
　今でこそこの“蒼天会会報”に偉そうに執筆しておりますが、私
が在校生の頃はバイト部活パチスロ麻雀酒タバコで単位は足り
ずギリギリで進級し、3年生からまともに学校へ通い始めた不真面
目な落第生でした。当時のゼミの先生や仲間の支えも有りなんとか
4年で卒業する事ができましたが、社会に出てからも学生気分が
抜けず「仕事へ行きたくない」と毎日考えていました。
　しかし転機は26歳に訪れました。いつも通り合コンに勤しんでい
ると会場である居酒屋のトイレに貼ってあった“正範語録“と呼ば
れる物。それがキッカケとなりました。
　「仕事が楽しくないのは本気じゃないから」と考え何事にも本気
で取り組み、実績を残し、周囲からの信用を得て、仕事を楽しめる
ようになり始めました。
　その後、現在勤めている会社（有限会社 恒志堂）の代表と出
会い4年間育ててくれた会社から転職。現在では入社から8年が
経ち従業員数120名の中で部長職となりグループ会社の役員と大
層な役職を頂く事となりました。
　「辛い思いをしながら頑張る人」では「楽しみながら乗り越える
人」には及びません。好きな事となれば知識をどんどん吸収します
が、嫌いな勉強となると全く頭に入って来ません。仕事は楽しむべ
きなのです。
　そして趣味は真面目に。私は写真の通りカーレースを趣味として
おりホームコースである十勝スピードウェイの他、富士スピードウェ
イや鈴鹿サーキットでレースに参戦しております。文字数が足りず

ここでは割愛させて頂きますが「KOSHIDO RACING」と検索し
て頂けると活動報告がありますのでぜひご覧ください。
　また、私が日頃行っている業務としては不動産賃貸業・輸入車
ディーラー・ホテル事業を統括する責任者です。各事業の経営及
び運営と人財育成が主たる業務になっています。現35歳という年
齢であるため部下にあたる方々は年上も多く悩むことも多いです
が根っからのポジティブさと仕事を楽しんでいる姿勢を見せる事に
より周りを巻き込み、引っ張っていくことを意識しています。
　ホテル事業においてはesports特化型ホテル「VILLA 
KOSHIDO ODORI」を運営しており既に市場規模が拡大しつつ
ある当事業にも取り組んでいます。それを足掛かりに自社Virtual 
YouTuber(vtuber)「風越星名」も世に産み出し認知度向上を
図っている最中です。そしてesports事業ではその流行の先端に
必ず乗っていく覚悟です。
　元は娯楽のesportsを事業として収益を上げるのは工夫が必要
ですが、何より難しいのは優秀な人財の確保だと感じています。
　esportsへの関わり方は多々ありますが経営陣がどの様な人財
を求めているかを理解すると就職活動も有利に進みます。我こそ
は!という方はぜひ弊社まで。
　どうにも説教臭くなってしまいましたが最後まで読んで頂きありが
とうございます。私に関わった皆様が仕事を楽しく趣味を真面目に
取り組んで頂ければと思いこの言葉とさせて頂きました。興味をお
持ち頂けた方はいつでもご連絡ください。Twitter・Instagram
「@higeryugo」がIDです。
この度は大変貴重な機会をありがとうございます。

　２０２０年、世界では未曾有の大災害と言っても過言ではない新
型コロナウイルスによるパンデミックが襲来しました。日本では東京
オリンピック・パラリンピック開催年にあたり、期待と希望に満ちあふ
れる年になることを誰しもが想像し、疑う余地はありませんでした。
このような事態になることを誰が想像したでしょうか。
　教育現場においても例外ではなく、学位記授与式や入学式・
宿泊研修・部活動など、学生にとって一生の思い出作りの場や貴
重な経験の場など教育活動・文化活動すべてにおいて延期や中
止となりました。また、社会全体の経済状況においても大打撃をも
たらし、アルバイトで生計の補助を立てていた学生は、シフトの削

減から収入が激減する事態となっています。
　北海道情報大学では、そうした厳しい状況下におかれている
学生のために、日本学生支援機構からの支援とセイコーマート北
海道情報大学店の協力を得て、2021年7月20日（火）から約３０日
間（実日数）、在学生（学部生・大学院生）にシリアルやレトルトカ
レーといった食料品の支援（1,600名分の無料配布）を行いました。
受け取った学生は「実家からの仕送りが減ったので助かりまし
た。」「すごくうれしいです。」など笑顔で答えてくれました。
　新型コロナウイルスの収束までには様 な々困難が想定されます。
最大の危機は学校運営変革
の最大のチャンスでもあります。
危機的な状況下であっても最
適な教育環境を整えなくては
なりません。生活環境整備にお
いても同様であり、社会情勢の
動向を注視しながら、最大限
学生支援に努めて参ります。

新型コロナウイルス感染拡大
に伴う学生への食料支援
（無料配布）について
学生サポートセンター事務室

松尾　俊樹さん
学生課長

新型コロナワクチン
大学拠点接種（職域接種）の
実施について

安倍　隆さん
事務局長

「新型コロナウイルス対策支援金」の協力
　新型コロナウイルスの感染収束が見えない中、ワクチン接種も進んでおりますが、学生達はま
だまだ不自由な学生生活が続いている状態です。
　同窓会として、学生達が少しでも早く本来あるべき環境で充実した学生生活を過ごすことが
出来るよう 「新型コロナウイルス対策支援金」の寄付を行いましたのでご報告いたします。
　同窓会は、今後も大学及び同窓生の発展と学生達が充実した学生生活を過ごすことが出来
るよう協力を推進していきます。

仕事は楽しく　
趣味は真面目に

システム情報学科

中川　隆吾さん
平成20年度卒業

接種会場（体育館）西平学長が接種
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　「それは無理!」という言葉をかろうじて堪えた。6月初旬、国が
新型コロナワクチンの接種を、企業や大学で独自に実施できる
仕組み「職域接種」を公表した際に、西平学長から「本学でも実
施できないものか？」と話があったが、これは医療系の学部を持
つ大学を想定しての仕組みであり、本学で実施する考えはまっ
たくなかった。
　学長は続ける。「これからは変異種がまん延して、若者も感染
して、重症化するリスクが高い。学生の命を守るためには接種を
急がねばならない。行政が行う集団接種の順番を待っていたら
手遅れになる!」と。
　「医師でもある学長は、私たちには見えない危機の前兆を感
じている。一人の学生もコロナで重症化させないためには、無理
は承知でやるしかない!」
　その日から、本学の職域接種のプロジェクトが動き出した。
　連日学長を中心に関係者で実現方法を探り、国の発表から
数日後には、接種実施の申請を、厚生労働省と文部科学省に
行った。
　そして6月28日（月）、道内大学としては2番目に接種を開始し、

それから3カ月、約4,200人に対して、8,337回の接種を実施した。
　本学の学生（一部通信教育部生含む）1,200人に加え、本学
の同法人である北海道情報専門学校（HCS）の学生700人、そ
して江別市内の保育士・幼稚園教諭、小・中学校教職員など
1,800人、さらには教職員やその家族、大学の出入り業者など、
可能な限り対象者を広げるようにした。
　他大学からは、「なぜ情報大で接種を?」という疑問の声も聞
かれた。
　本学には健康情報科学研究センターという、大規模な臨床試
験を行う機関があり、医師や看護師といった「打ち手」が確保で
きていた。また、膨大な接種予約を管理するために、本学グルー
プ企業の株式会社SCCから、多くの自治体で運用実績があるク
ラウド型のワクチン接種予約システム「アイ・カラダ」の無償提供
を受け、よりスムーズな手続きが実現できた。そして、江別市役所
の全面協力、何より、西平学長が全ての接種日に最前線で問診
や接種を行う姿に加え、職員の皆が何としても無事に接種を実
現して安全・安心なキャンパス環境を取り戻す、という熱意に支
えられて、これだけのプロジェクトが完遂できたと思う。
　この暑い夏の3カ月間は、学生のために関係者が一体となり、
これまでにない形で地域貢献として大きな足跡を残すことができ
た。改めてすべての関係者に深く感謝申し上げたい。
　最後になりますが、「蒼天会」の皆様から「新型コロナウイルス
対策支援金」として、寄附金を頂戴しましたこと、深く感謝申し上
げます。

　仕事に対して95%の方々は「辛い・やりたくない」といったネガ
ティブな感情を持っているかと思います。
　今でこそこの“蒼天会会報”に偉そうに執筆しておりますが、私
が在校生の頃はバイト部活パチスロ麻雀酒タバコで単位は足り
ずギリギリで進級し、3年生からまともに学校へ通い始めた不真面
目な落第生でした。当時のゼミの先生や仲間の支えも有りなんとか
4年で卒業する事ができましたが、社会に出てからも学生気分が
抜けず「仕事へ行きたくない」と毎日考えていました。
　しかし転機は26歳に訪れました。いつも通り合コンに勤しんでい
ると会場である居酒屋のトイレに貼ってあった“正範語録“と呼ば
れる物。それがキッカケとなりました。
　「仕事が楽しくないのは本気じゃないから」と考え何事にも本気
で取り組み、実績を残し、周囲からの信用を得て、仕事を楽しめる
ようになり始めました。
　その後、現在勤めている会社（有限会社 恒志堂）の代表と出
会い4年間育ててくれた会社から転職。現在では入社から8年が
経ち従業員数120名の中で部長職となりグループ会社の役員と大
層な役職を頂く事となりました。
　「辛い思いをしながら頑張る人」では「楽しみながら乗り越える
人」には及びません。好きな事となれば知識をどんどん吸収します
が、嫌いな勉強となると全く頭に入って来ません。仕事は楽しむべ
きなのです。
　そして趣味は真面目に。私は写真の通りカーレースを趣味として
おりホームコースである十勝スピードウェイの他、富士スピードウェ
イや鈴鹿サーキットでレースに参戦しております。文字数が足りず

ここでは割愛させて頂きますが「KOSHIDO RACING」と検索し
て頂けると活動報告がありますのでぜひご覧ください。
　また、私が日頃行っている業務としては不動産賃貸業・輸入車
ディーラー・ホテル事業を統括する責任者です。各事業の経営及
び運営と人財育成が主たる業務になっています。現35歳という年
齢であるため部下にあたる方々は年上も多く悩むことも多いです
が根っからのポジティブさと仕事を楽しんでいる姿勢を見せる事に
より周りを巻き込み、引っ張っていくことを意識しています。
　ホテル事業においてはesports特化型ホテル「VILLA 
KOSHIDO ODORI」を運営しており既に市場規模が拡大しつつ
ある当事業にも取り組んでいます。それを足掛かりに自社Virtual 
YouTuber(vtuber)「風越星名」も世に産み出し認知度向上を
図っている最中です。そしてesports事業ではその流行の先端に
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　元は娯楽のesportsを事業として収益を上げるのは工夫が必要
ですが、何より難しいのは優秀な人財の確保だと感じています。
　esportsへの関わり方は多々ありますが経営陣がどの様な人財
を求めているかを理解すると就職活動も有利に進みます。我こそ
は!という方はぜひ弊社まで。
　どうにも説教臭くなってしまいましたが最後まで読んで頂きありが
とうございます。私に関わった皆様が仕事を楽しく趣味を真面目に
取り組んで頂ければと思いこの言葉とさせて頂きました。興味をお
持ち頂けた方はいつでもご連絡ください。Twitter・Instagram
「@higeryugo」がIDです。
この度は大変貴重な機会をありがとうございます。

　２０２０年、世界では未曾有の大災害と言っても過言ではない新
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減から収入が激減する事態となっています。
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海道情報大学店の協力を得て、2021年7月20日（火）から約３０日
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レーといった食料品の支援（1,600名分の無料配布）を行いました。
受け取った学生は「実家からの仕送りが減ったので助かりまし
た。」「すごくうれしいです。」など笑顔で答えてくれました。
　新型コロナウイルスの収束までには様 な々困難が想定されます。
最大の危機は学校運営変革
の最大のチャンスでもあります。
危機的な状況下であっても最
適な教育環境を整えなくては
なりません。生活環境整備にお
いても同様であり、社会情勢の
動向を注視しながら、最大限
学生支援に努めて参ります。
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出来るよう 「新型コロナウイルス対策支援金」の寄付を行いましたのでご報告いたします。
　同窓会は、今後も大学及び同窓生の発展と学生達が充実した学生生活を過ごすことが出来
るよう協力を推進していきます。

仕事は楽しく　
趣味は真面目に

システム情報学科

中川　隆吾さん
平成20年度卒業

接種会場（体育館）西平学長が接種

6609827_情報大学同窓会Vol_19.indd   26609827_情報大学同窓会Vol_19.indd   2 2021/10/26   22:022021/10/26   22:02


